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研究成果の概要（和文）：本研究は、現在使用されている教材媒体に対する学習者の認識差を調査し、学習に効
果的なツールを組み込んだ高専生向けの内容言語統合型学習（CLIL）プログラムを開発することを目的とする。
媒体として紙、電子教科書、PCとモバイルアプリを使用し、視線検出システム等を用いて認識差を調査した。本
研究の調査対象者である高専生はそれぞれの媒体の使用に慣れており、認知に差があるというより、各媒体が持
つ特徴を生かした総合的な授業運営が有効であることがわかった。完全自作のCLILプログラムを開発することは
叶わなかったが、市販の教科書を使用し、調査によってわかった教材の特徴を活かし、CLILプログラムを運用し
た。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at developing an English CLIL program, utilizing different 
cognitive effects by employing various teaching materials. Paper textbooks, worksheets, e-textbooks,
 PC screens and smartphone applications were used as teaching materials for our investigation 
through questionnaires and Fujitsu EyeExpert, an eye tracking system. Because our target students, 
who are technical college students, are familiar with the tools and there is little cognitive 
difference among the materials, we’ve concluded that it’s more important to design lessons, making
 full use of the characteristics of the teaching materials: paper limits information whereas 
electronic devices help users to access information and expand their ideas easily. We’ve developed 
a CLIL program, using Smart Choice published by Oxford UP.

研究分野： 英語教育

キーワード： 教材媒体　英語授業プログラム開発
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本調査により、媒体ごとに認知における特徴的な差異があり、ある特定の媒体が他の媒体より人間の認知機能に
格別有効に作用する可能性は低く、学習者がそれまでに使用していた媒体によって学習実感が異なることが分か
った。教材は学習者の足場架けであり、学習を促す道具である。コロナ禍によりICT機器の授業への導入が急速
に加速する中、すべてを何か一つの媒体に頼るのではなく、情報を制限したり理解の助けになるなど、教材媒体
が持つ特徴を生かし、授業内外で学習をリンクさせるプログラムを提案できたことは、今後の英語教育にとって
重要なことであると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2013 年 12 月に文部科学省が発表した「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」の
中で述べられた新たな英語教育の指針教育方針に伴い、アクティブ・ラーニング（AL）が急速
に推進されることとなった。従来の知識伝達型授業を廃止し、学習者が主体的、能動的により深
い学びを得る学習形式を確立することが目的である。AL を語る際に、日本の先進的技術を利用
し、ICT 技術の活用と関連付けて話されることが多い。また、多様なニーズに対応すべく、ICT

教材を用いた個別対応が求められた。日本の最先端技術を誇るべく、ICT 機器をはじめとする
様々な技術が次々と教育現場に導入されていたが、技術の向上により様々な教材が生産されて
いるものの教材は飽和状態であり、本当に学習効果を上げることができているのか疑問である
ものが多く存在した。実際に、文科省が設定している、中学校 3 年生で英検 3 級程度以上、高校
3 年生で英検準 2 級以上の英語力が達成されている生徒の割合は、2017 年度の段階で、両者と
も 36%台と、政府の目標である 50%には全く届いていない状態であった。 

本研究がターゲットとする 10 代後半の学習者は、生まれた時から家庭でパソコンやスマート
フォン、ゲームがある世代であり、それら機器の使用法には精通している。一方、現在の英語教
育改革以前の年代ではあり、義務教育は基本的に紙媒体で行われており、学習というと、教科書
やプリント類等の紙媒体の教材との結びつきが強い世代である。本研究では、どの媒体をどの場
面で使用することが学習者の学習実感につながるのか調査し、その学習実感を、英語力向上につ
ながるようプログラムデザインする計画を立てた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、現在使用されている教材媒体（紙、パソコン、電子パッド等）に対する学習者の
認識差を、視線検出システムとルーブリック評価アンケートを用いて調査し、教材媒体による学
習効果を検討する。そして、その調査結果を用い、高専生向けの授業及び授業時間外学習を総合
的にデザインした、内容言語統合型学習（CLIL）プログラムを開発することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究は、3 年間の研究期間で、 
①様々な教材媒体に対する学習者の認識差を、視線検出システムとルーブリック評価アンケー
トで調査し、それぞれのツールがどのような場面での学習に適しているのか明らかにした。 
②上記調査結果をもとに、各種媒体教材を使用した英語プログラムをデザインし、実施した。 
 
４．研究成果 
1) 調査報告 
学習者の学習実感に注目し、教材媒体の違いにより生ずる学習効果について検討することを

目的とした調査を行った。媒体には、紙媒体の教科書やワークシートに加え、アプリ、Computer-

based Testing、電子教科書を用いた。 
 

a)  iPad アプリ 
2020 年度にディスカッション用 LMS アプリを制作し、授業で使用した。リーディングをして

からライティングをするという essay writing のクラスにおいて、リーディングの内容理解とエッ
セイのピアレビューをする際に使用した。履修者は本科 5 年生の 18 名であった。 
本アプリは LMS で、教員が教材作成をすることができる。中でも教員の任意の数でグループ

分けができるところと、参加者の表示氏名を「氏名」か「匿名」で選択できる機能があるところ
を特徴とした。学生はチャットでディスカッションを行った。 
理解が深まったのはどちらですかという質問に対して、56%の学生がアプリを選択した（図 1）。

また、チャット送信前に自分が書いた内容を読み返しますかと聞いたところ、81％の学生が読み
返すと回答した（図 2）。意見が伝えやすいのはどちらですかという質問に対しては、56％の学
生がアプリを選択した（図 3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 理解の深まり 
 

 

図 2 読み返し作業 



 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
図 3 意見の伝えやすさ    
 

自由記述では、初対面の人とピアレビューの際、匿名での発言がしやすかったとか、話すこと
に苦手意識を持っている人の場合うれしいツールなどの肯定的な意見があった一方で、文字を
打ち込むのに時間がかかるので意見を省略してしまうことがあるなど、否定的な意見もあった。 
授業内では、アプリを使用している際は、新規性があるからか、とても学習に集中しているよ

うに見えた。また、自分の意見を読み返す作業は口頭の意見交換ではできない作業であるため、
メタ認知を促す作業になった可能性を感じた。匿名のチャットは、対話相手が履修者の誰かだと
いうことが分かってする匿名チャットであるため失礼なことは起きなかった。総合すると、チャ
ットでの意見交換は学習に有効であると感じた。 

 
b)  Computer-based Testing (CBT) 

CBT はパソコンを利用した試験のことで、CBT としてリーディングスキルテストを本科 2 年
生 187 名が受験した。本結果は成績評価に含めないということを話した上で実施した。テスト結
果自体は、どの項目もだいたい高校生の標準くらいという結果が出た。試験約 1 か月後のスコア
シートを返却する際に、試験の感想についてアンケートを実施し、175 名から有効回答を得た。 
パソコンでの受験はしやすかったですか？という回答には、57%の学生が、しやすかったと答

えた（図 4）。答えを選んだ理由と訊いたところ、集中して解くことができたとか画面に動きが
あって時間が早く感じた、など、肯定的な意見があった一方、約半数の学生が先に何問あるのか
分からず不安になった、という選択肢を選択した。また、問題文を読んでいる実感が沸かず解き
にくかったという回答も、41 名から得た（図 5）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 受験のしやすさ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
図 5 回答した理由 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
図 6 問題を解いている間にしたくなった動作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7  受験しやすい媒体 
 
問題を解いている間にクリック以外にしたくなったことについては、「メモを取りたくなった」、

「友達と相談したくなった」が多く、目の休憩という意見は少なかった（図 6）。また、紙とパソ
コンのどちらが受験しやすいか訊いたところ、どちらとも言えないも含めて 3 分の 1 ずつ意見
が分かれた（図 7）。精読するにはどちらが適しているか訊いたところ、55%の学生が紙媒体を選
んだ。 
総合的な考察として、1 問当たりの時間制限があったことや、試験の終わりが見えなかったこ

とに対して、受験生は不安や苛立ちを覚えたことが分かった。また、画面上で文章を読むことに
慣れておらず、不便さを感じたのではないかと思う。やはり、慣れは大切な要素で、まずはその
媒体に慣れ、受験生が先を見通せるような構成や説明を加え、受験生のペースで問題を進めるよ
うなデザインが大切であると感じた。 
 
c)  電子教科書と紙媒体の教科書の比較 
電子教科書と紙媒体教科書の比較実験では、教科書は Oxford 出版の Smart Choice と視線検出

システムを使用し、被験者のリーディングの際の視線の軌跡を追った。電子教科書は画面に表示
をして、紙媒体では、教科書のコピーを画面に張り付けて使用し、視線の軌跡を比較した。 
被験者には、リーディングの内容理解の問題に、1 つの長文につき 5 問ずつ、5 分間取り組ん

でもらった。最初の 2 分半文章を読み、2 分半したら問題を渡し、残りの 2 分半で問題に解答し
てもらった。被験者は本科 5 年生の 4 名であった。 
アンケートでは、疲れや読みづらさなど、普段と違う環境への違和感を挙げるものが多く、精

読をするのにどちらの媒体が適していると思いますかという質問には、紙媒体が 1 名、電子媒体
が 1 名、どちらとも言えないが 2 名選択するという結果となった。興味深いと感じたのは、特定
の媒体を選んだ学生は 2 人とも、読んでいる感覚が得られたという項目にチェックを付けてい
ることである（図 8）。 
読んでいるときにしたくなったことという質問では、同じ項目を挙げる学生もいたが、違う項

目を選んでいる特徴としては、紙媒体では指で追ったりメモを取ること、電子媒体では携帯や辞
書で調べ物をすることを挙げていることから、普段それぞれの媒体でしていることがしたくな
ったのではないかと推測する。Eyetracker の物理的な制約があり一般的に言われているような感
想しか得られなかったが、そのような中でも、媒体に対する普段の習慣を適用したい気持ちが現
れたり、特定の媒体を選択した学生から「読んでいる実感があった」ことが挙げられたのは興味
深く感じた。 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 長文を読んでいるときにしたくなったこと 
 
d) 実験のまとめ 
特定の媒体が学習実感にてきめんにいいというものがあるわけではなく、むしろ 1 つに絞ら

ず、それぞれのいいところを複合的に使用し、相乗効果を得ることが必要だと感じた。学習者を
見ながら媒体を活用する匙加減は人間の教員だからできることで、その点を今後は更に深く継
続して考察していきたいと感じた。 
 
2) 成果のまとめ 
筆者は、教材とは学びに向かう気持ちの足場かけであると考える。ICT 機器は調べものをして

学びへのアクセシビリティを高めて学習者の自信につながるようなツールで、一方紙媒体は、逆
に情報を遮断することや、手書きで自由な書き込みをすることで情報を整理し、定着につなげる
ようなツールであることを、本研究を通して感じた。また、実験結果を踏まえて授業を行ったこ
とで、ICT 機器は学生の自助手段となり、学生の苦手意識を克服し、授業レベルをある程度上げ
ることができると感じた。 
本研究を通して、共同研究者と開発した LMS を含め、複数の教材媒体を活用したプログラム

の流れを以下の表のようにデザインした。 
 

表 1  授業の流れと使用教材媒体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 8 特定の媒体を選んだ理由 
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